
びわ湖フローティングスクールでは 「うみのこ」での食事や「びわ湖環境学習」をと、

おして、いのちの恵みや郷土の食文化を知るとともに、友情や助け合い・協力の態度を

はぐくむ食育に取り組んでいます。その一環として 「食」に関するお話をしてくださる、

方を「食育『湖の子』守り隊」として募集します。下の例を参考にしてください。

「 湖の子』食育推進計なお、びわ湖フローティングスクールの食育推進については、『

をご覧ください。画のポイント」

琵琶湖で漁業をされている方[例１]
・・・魚の捕り方、漁獲高や魚種の変化、漁業者としての琵琶湖への思いを、子ども

たちに話していただけませんか。

環境こだわり農業をされている方[例２]
・・・環境こだわり農産物とは何か、環境こだわり農産物を栽培する意義、農業者と

、 。しての地域や琵琶湖の環境への思いを 子どもたちに話していただけませんか

滋賀の食文化にくわしい方[例３]
・・・滋賀の食文化の歴史、継承していきたい滋賀の食文化を、子どもたちにわかり

やすく話していただけませんか。

近江の郷土料理にくわしい方[例４]
・・・滋賀の郷土料理にはどんなものがあるか、郷土料理の食材・調理方法・歴史な

どを、子どもたちに話していただけませんか。

児童期の子どもの食生活のあり方にくわしい方[例５]
、 、・・・偏った食生活による弊害 バランスのとれた食事と規則正しい食生活について

子どもたちに話していただけませんか。

◇いつ話をすればいいの？
いつでもお話をしていただく機会があるわけではありません。

乗船する学校が食育に関する学習活動を計画し、要請があった場合
です。

◇話を聞くのは何人くらい？
一斉に話をしていただく場合は概ね160名くらいが対象になりま

す。40名程度のグループごとに数回に分けて同じ話をしていただく
場合もあります。

◇話をすることはできるけど、まず何をすればいいの？
、 。 。 、関心を持っていただけましたら 下記に連絡ください さらに詳しい説明をいたします また

「食育『湖の子』守り隊」に登録していただく用紙を送付します。

◇「うみのこ」に乗る場合、どこの港に行けばいいの？ 交通費はでるの？
「うみのこ」に乗船していただくのは、大津港・帰帆島港・琵琶湖大橋港・烏丸港・長命寺港

・彦根港・長浜港・今津港・近江舞子港・柳が崎港のいずれかです。児童学習航海の航路によっ
てどの港を使うかは変わります。乗船していただく港までは規定の交通費をお支払いします。

◇その他
交通費等の必要経費のほかはお支払いできかねます。無償でお世話になりますがよろしくお願

いします。

連絡先
滋賀県立びわ湖フローティングスクール

TEL ０７７－５２４－８２２５
FAX ０７７－５２４－８２２６
http://www.uminoko.jp/

担当：中村・小川
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